
8,411,212,676

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

8,663,196,594

68,796,832

1,134,251,783

公共下水道事業特別会計

水道事業特別会計

　平成２６年度決算が９月の町議会定例会において認定されました。

　平成２６年度の支出総額は８４億１，１２１万円（うち一般会計５０億６，４０７万円）で、２５

や凍上災害復旧事業の完了、町の借金返済にあてる公債費が対前年度比３７．３％減となったことな

水道事業会計は、平成２６年度から真室川及位水道統合整備事業に着手したことから前年度対比で大

幅に増加しました。まむろ川温泉梅里苑事業特別会計は、梅里苑・遊楽館・森林空間活用施設を一括

　町民の皆さんが納めた税金や国・県からの補助金等がどのように使われたか、町の財政状況を公表
します。

11,958,669

5,064,067,736

68,016,607

町立真室川病院事業会計

総　計

129,769,519

1,129,860,267

   まむろ川温泉梅里苑事業
   特別会計 5,874,743

7,247,130

年度決算総額８７億４，６８６万円に比べ、３．８４％減尐しました。

※　町立真室川病院事業会計、水道事業特別会計は消費税を除き、過年度留保資金等で補てんし

た額を歳入決算額に含めて記載しています。

372,971

歳入決算額

一般会計においては、橋りょうの長寿命化やほ場整備事業、分館耐震改修補助事業、中学校バリア

フリー化などの投資的事業に取り組みました。一方、国の経済対策交付金を活用した大型投資的事業

123,894,776

特別会計においては、介護保険特別会計は要介護者の増加により保険給付費が増額となりました。

どにより、歳入歳出とも大幅な減となりました。

歳出決算額

780,225

605,635

会　計　名

運営したことにより、歳入歳出ともに増額となりました。

1,112,161,623

195,313,170 194,940,199

一　般　会　計

(単位：円）

歳入歳出
差引額

220,753,029

112,417,471113,023,106

613,101,127

4,391,516

5,284,820,765

1,124,120,292

605,853,997

平成２６年度決算の概要 



町民税・固定資産税など皆さんが納めた税金

国・県が徴収した税等から分配されたお金

国の補助事業等に伴う財源

県の補助事業等に伴う財源

町が事業を実施するために国等から借りたお金

分担金・使用料・寄附金・繰入金・繰越金など

県 支 出 金

町 税

譲与税・交付金

4億9,653万円

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

そ の 他

6億4,239万円

1億6,063万円

3億6,861万円

町 債 2億3,660万円

30億6,952万円

3億1,054万円

国税五税（所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税）の一部
から分配されたお金

 一 般 会 計 

歳 入 

町税 

6億4,239万円 

12.2% 

譲与税・交付金 

1億6,063万円 

3.0% 

地方交付税 

30億6,952万円 

58.1% 

国庫支出金 

3億6,861万円 

7.0% 

県支出金 

3億1,054万円 

5.9% 

町債 

2億3,660万円 

4.5% 

その他 

4億9,653万円 

9.3% 

一 般 会 計 

歳  入 
５２億８，４８２万円 



議会の活動に要する経費

財産管理、戸籍、徴税、選挙、電算運営等に要する経費

高齢者、障がい者、児童の福祉、子育て支援等に要する経費

保健衛生、医療の確保、水道対策、ごみ処理等の経費

農林水産業の振興に要する経費

道路、河川、橋梁、公園、住宅等の整備に要する経費

消防活動、災害対策等に要する経費

学校教育、社会学習の振興等に要する経費

国や金融機関から借りたお金の返済費用

商工費、労働費、災害復旧費など

消 防 費

総 務 費

衛 生 費

8,397万円

6億5,248万円

1億5,401万円そ の 他

民 生 費

議 会 費

6億8,589万円

10億6,914万円

土 木 費 6億5,517万円

農林水産業費

6億7,686万円

3億2,994万円

5億　389万円教 育 費

公 債 費

2億5,272万円

歳 出 

総務費 

6億8,589万円 

13.5% 

民生費 

10億6,914万円 

21.1% 

衛生費 

6億7,686万円 

13.4% 農林水産業費 

3億2,994万円 

6.5% 

土木費 

6億5,517万円 

12.9% 

消防費 

2億5,272万円 

5.0% 

教育費 

5億 389万円 

10.0% 

公債費 

6億5,248万円 

12.9% 

議会費 

8,397万円 

その他 

1億5,401万円 

3.0% 

一 般 会 計 

歳  出 
５０億６，４０７万円 



※歳入のうち都市計画税及び入湯税の使途

（＝歳出総額　５０億６，４０７万円／８，４９８人）

入 湯 税 地方税法に基づき「観光の振興（観光施設の整備を含む。）
に要する費用」としてまむろ川温泉梅里苑事業に繰出し、梅
里苑事業の財源としています。

48万円

５．農林水産費（農林水産の振興に）　　　　　　　　　　　　　　３万８，７３４円

10．その他（商工労働費や災害復旧経費などに）　　　　　　　　　１万７，８７７円

８．教育費（学校や社会教育に）　　　　　　　　　　　　　　　　５万９，５９１円

６．土木費（道路や公園などの整備に）　　　　　　　　　　　　　７万６，８７３円

町民１人当たりの税負担額は　７５，５９４円　となっています。

３．都市計画税　　　　　　　  8,180千円／8,498人＝　　　　　　　　　　９６３円

　町民１人当たりの行政経費は　５９万５，９１３円　となっています。

９．公債費（町が借りたお金を返すために）　　　　　　　　　　　７万６，８７３円

４．衛生費（保健衛生、医療確保、水道対策、ごみ処理などに）　　７万９，８５２円

５．軽自動車税ほか　　　　　 21,552千円／8,498人＝　　　　　　　　２，５３６円

３．民生費（高齢者、障がい者、児童の福祉、子育て支援などに）１２万５，７３８円

４．町たばこ税　　　　　　　 45,989千円／8,498人＝　　　　　　　　５，４１２円

２．総務費（財産管理、戸籍・税・選挙経費、ＩＴ推進などに）　　８万　　４４８円

７．消防費（消防活動などに）　　　　　　　　　　　　　　　　　２万９，７９６円

１．議会費（議会の運営に）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１万　　１３１円

１．町民税　　　　　　　　　245,541千円／8,498人＝　　　　　　２万８，８９４円

都 市 計 画 税

２．固定資産税　　　　　　　321,132千円／8,498人＝　　　　　　３万７，７８９円

818万円都市計画法に基づき「都市計画施設の整備に関する事業」と
して公共下水道事業に繰出し、下水道事業の財源としていま
す。

〇 町民1人当たりの金額＝ その年度の各総額／年度末の人口 ８，４９８人（２６年度末）で算出しています。 

 町民１人当たりの町税負担額（一般会計） 

 町民１人当たりの行政経費（一般会計） 



1,241

21,250真室川中学校バリアフリー化事業

小 中 学 校 パ ソ コ ン 更 新 事 業

22,688

16,133

梅の里チャレンジプランによる教職員
研修や幼保小連携プロジェクト・小中
連携教育の推進、家庭学習の習慣づけ
などの学校教育対策を行いました。

児童・教職員用パソコンの更新を平成
２５年度から２ヶ年の年次計画で実施
しました（平成２６年度は真室川小学
校、真室川中学校を更新）。

スクールバス運転及び施設管理
業 務 委 託 事 業

教育課 学 力 向 上 対 策 事 業

個別支援が必要な児童・生徒がいる学
級に学習指導員等を配置し、個々に応
じたきめ細やかな学習・生活指導を行
いました。

事 業 名 等

教育課

スクールバスの運行業務及び教育関係
施設の維持管理を町内サポート企業組
合に委託し、経費削減に努めました。

エレベーター、椅子式昇降機及び手摺
りの設置や多目的トイレの改修を行
い、バリアフリー化しました。

教育課

担当

福祉課

担当

健 康 増 進 事 業

病院
事務局

医 療 機 器 等 更 新 事 業

学習指導員・学習支援員配置事業

福祉課

２．教育・スポーツの振興

教育課

26年度決算額
（千円）

外来用Ｘ線装置や上部消化管汎用ビデ
オスコープなど医療機器を更新・新規
導入しました。

18,684

予 防 接 種 事 業

26年度決算額
（千円）

事 業 概 要

事 業 概 要

教育課

事 業 名 等

14,267

16,534

福祉課 高 齢 者 世 帯 等 除 雪 支 援 事 業
高齢者及び心身障がい者のみ世帯に対
して、住宅の除排雪支援を行いまし
た。

6,630

21,636

子どもの定期予防接種無料化、子ども
や高齢者のインフルエンザ予防接種、
高齢者肺炎球菌予防接種への助成な
ど、感染症蔓延防止に努めました。

各種健診や健康相談など、生活習慣病
予防に努めました。また、重点年齢を
設定し、がん検診受診率の向上に努め
ました。

１．保健・福祉・医療体制の充実

平成２６年度実施の主要事業と決算額（一般会計・病院会計・水道会計・下水道会計） 



26年度決算額
（千円）

4,632

担当 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）
事 業 名 等

2,823

事 業 名 等

農林課

たんぽぽこども園の安定した運営が行
なわれるよう、財政支援を行ないまし
た。また、子育て支援センター事業を
委託し、連携して子育て支援の充実を
図りました。

町民課 子 育 て 支 援 医 療 給 付 事 業
中学生までの入院・外来医療費を実質
無料化しました。

9,852

母子保健法に基づく乳児健康診査及び
妊婦健診を実施し、母子の健全育成を
推進しました。

農林課

４．真室川ブランドの開発

真 室 川 ブ ラ ン ド 推 進 事 業

担当

3,601

農林課 ６ 次 産 業 化 推 進 事 業

５．子育て支援・尐子高齢化対策

事 業 概 要

母 子 保 健 衛 生 事 業

26年度決算額
（千円）

ブランド認定品の販路拡大、新商品・
産品開発、伝承野菜の普及特産品化の
支援と真室川ファン拡大のための交流
に取り組みました。

8,790
６次産業を確立するため、推進員の増
員、推進組織の設立、加工施設設備の
整備に取り組みました。

50,961

地域経済の活性化と消費拡大を目的
に、もがみ北部商工会等が行う10％の
プレミアム付商品券発行事業に対し補
助金を交付しました。

プレミアム付商品券発行補助事業

福祉課

4,347

福祉課 認 定 こ ど も 園 支 援 事 業

25,519

事 業 名 等

３．産業の振興

農林課
担い手育成のため、新規就農者への給
付金や農業振興の新たなチャレンジへ
の支援を行いました。

農 業 後 継 者 育 成 支 援 事 業

春木、平岡、真室川北部の３地区にお
いて、ほ場整備に係る調査計画や地形
図の作成を行いました。

園芸農業の拡大と園芸産地をけん引す
る競争力の高い経営体の育成を図るた
め、農業者団体に対し園芸管理用機械
等の購入助成を行いました。

ほ 場 整 備 事 業

事 業 概 要

21,643

戦略的園芸産地拡大支援事業農林課

農林課

担当



165,489

災 害 に 強 い 地 域 づ く り
総 合 支 援 事 業

最上広域市町村圏事務組合が行う車両
整備事業及び旧金山支署の解体費用、
戸沢支署整備事業に係る設計に対し補
助しました。

41,344

町民の雇用機会の拡大や用地取得を
行った事業所に対し、奨励金を交付し
ました。

20,528

企画課 産業振興条例に基づく助成事業 1,991

26年度決算額
（千円）

８．生活・環境対策

建設課

163,232

6,330

道 路 整 備 事 業

消防小型動力ポンプ積載車を年次計画
により整備しました（小型動力ポンプ
積載車１台、軽四輪小型動力ポンプ積
載車２台）。

小 型 動 力 ポ ン プ 積 載 車 等
整 備 事 業

総務課

26年度決算額
（千円）

６．危機管理対策

担当
26年度決算額

（千円）

11,295総務課

事 業 名 等

担当

事 業 概 要

事 業 概 要

地区分館の耐震診断、耐震改修及びバ
リアフリー改修と自主防災組織に貸与
する発電機及び投光器など資機材を整
備しました。

事 業 名 等

総務課

年次計画により、川ノ内地区防火貯水
槽の整備を行いました。

最 上 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合
車 両 整 備 等 補 助 金

７．雇用促進対策

担当 事 業 名 等 事 業 概 要

町道12路線の道路改良・側溝整備を行
いました。

建設課 活 力 創 出 基 盤 整 備 事 業

国補助により、橋りょう改善設計や町
道法面災害防除工事、橋りょう補修工
事、流雪溝整備工事、除雪機械の更新
を行いました。

総務課 防 火 貯 水 槽 設 置 事 業

総務課 役 場 庁 舎 耐 震 診 断 事 業
災害時に防災対策拠点となる役場庁舎
の耐震性の向上を図るため、耐震診断
を行いました。

3,128

総務課 防 災 放 送 塔 改 修 事 業
防災放送塔スピーカー改修・移設、ア
ンプ改修等を行いました。

18,559



８．生活・環境対策のつづき

建設課
農 林 水 産 業 施 設
災 害 復 旧 費

林道権現堂線災害復旧工事や、農地及
び農業用施設の災害復旧工事に対する
補助を行いました。

7,923

９．その他

担当
26年度決算額

（千円）

2,808

32,944

55,344

事 業 名 等 事 業 概 要

建設課
（下水道）

公 共 下 水 道 整 備 事 業
公共下水道管渠布設工事等を行いまし
た。

建設課
（水道）

住宅の新築・リフォーム及び合併処理
浄化槽の設置等に対し補助金を交付し
ました。

町 民 体 育 館 太 陽 光 発 電 装 置
設 置 事 業

電気自動車急速充電器設置事業

町民課

町民課
町民体育館に太陽光発電装置を設置す
るための実施設計業務委託を行いまし
た。

13,068町民課

平成26年度から真室川上水道と及位簡
易水道を連結する統合整備事業に着手
し、送配水管布設に係る実施設計や工
事を行いました。

228,537真室川及位水道統合整備事業

事 業 名 等

住環境快適サポート補助事業

町内２箇所に電気自動車急速充電器を
設置しました。

担当 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）



ふるさと納税寄附金の使い道

　ふるさと納税寄附金の額は　７，７４７万３，５１３円　となっています

44,648

３．「安心・安全・本物」の地域ブランド推進に関する事業
　　 ～地域ブランドの確立・こだわり作物の生産～

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

ふ る さ と 発 信 事 業
ふるさと納税制度を活用し、町特産品等のお礼の
品を送りながら真室川町を全国にＰＲ

高校生ボランティア育成事業
高校生ボランティアサークル「ホップステップ」
の活動支援

89

クロスカントリースキー振興事業
平成28年度に開催される全国中学校スキー大会に
向けた強化対策に補助

1,619

小 中 学 校 パ ソ コ ン 更 新 事 業
児童・教職員用パソコンの更新
（平成２６年度で最終年度）

16,133

古 河 市 尐 年 尐 女 交 流 事 業
小学５年生を対象として、夏期に古河市、冬期に
当町で相互交流活動を実施

457

２．真室川の子どもたちの教育活動推進に関する事業
　　 ～がんばれ！真室川の子どもたち～

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

学習指導員・支援員配置事業
要個別支援児童・生徒の学級に学習指導員等の配
置

21,636

真室川まるごとフォトコンテスト
事 業

まむろがわの自然や芸能文化などに関わるフォト
コンテストを開催

557

文 化 財 等 保 護 ・ 啓 発 事 業 希尐生物調査や史跡・天然記念物案内板の設置 866

１．自然・環境保護と地域芸能文化継承の推進に関する事業
　　 ～受け継ぐふるさとの四季折々の景観美とこころ～

26年度決算額
（千円）

事 業 概 要事 業 名 等

142
地球温暖化対策協議会の開催や緑のカーテン事業
を実施

エクセルギータウン推進事業

平成２６年度「ふるさと納税寄附金」の使い道 



分 館 等 活 動 補 助 金
住民自治の精神基底として、生涯学習・生涯ス
ポーツの原点かつ拠点施設としての公民館活動の
推進を図るための活動費補助

649

３．「安心・安全・本物」の地域ブランド推進に関する事業のつづき

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

※ふるさと納税寄附金の使い道については、決算額の内数となっています。

2,650

ア ダ プ ト 事 業

21

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

５．元気な地域づくりの推進に関する事業
　　 ～町民協働の地域活動支援～

地 域 づ く り 活 動 支 援 事 業
集落による地域コミュニティの醸成に関する活動
への支援

町登録団体による公共施設・区域の環境美化活動
支援

125

緊 急 タ ク シ ー 助 成 事 業
家族移送、標準タクシー等で移動が不可能な寝た
きり老人等が入退院や通院する際に救急タクシー
を利用した場合、利用代金の半額を助成

209

緊 急 通 報 シ ス テ ム 整 備 事 業
一人暮らしや慢性疾患を持つ高齢者に緊急通報装
置を貸与

673

栄 寿 大 学 講 座
６０歳以上の高齢者を対象に教育講座、趣味講座
を開催

地 域 振 興 作 物 振 興 事 業
飼料作物・園芸作物を転作田に新規作付した面積
に応じ助成

2,650

真 室 川 ブ ラ ン ド 推 進 事 業 逸品展の開催・特産品開発研修・販路拡大支援 2,823

収 穫 祭 実 行 委 員 会 補 助 事 業
認定農業者連絡協議会が主体となって組織する収
穫祭実行委員会に対して補助

650

環 境 王 国 推 進 事 業
良食味米の生産拡大を目的とした農家への助成
安全・安心で美味しい農林水産物の産地をＰＲし
ながら「真室川ブランド」を確立

457

４．安心と安全、健やかな生活推進に関する事業
　　 ～健康と福祉のまちづくり～

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）



地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道

26年度決算額
（千円）

事 業 概 要事 業 名 等

１．社会福祉

社会保障財源分は　１，６９７万２，０００円　となっています

　　　地方消費税交付金 ８，８７４万４，０００円のうち

※地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道については、決算額の内数となっています。

保 健 衛 生 総 務 費
（ 母 子 保 健 事 業 等 ）

母子保健法に基づく乳児健康診査及び妊婦健診を
実施

3,582

健 康 づ く り 推 進 事 業 費
（ 予 防 接 種 、 健 康 診 査 等 ）

定期予防接種及び任意予防接種に対する助成や各
種健診、健康相談などを実施
重点年齢を設定し、がん検診の受診率を向上

31,215

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
（ 特 別 会 計 繰 出 金 ）

後期高齢者医療制度に対する給付費及び保険料軽
減世帯のための繰出金

145,303

１．保健衛生

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

介 護 保 険 事 業
（ 特 別 会 計 繰 出 金 ）

介護保険制度に対する給付費の繰出金 162,863

国 民 健 康 保 険 事 業
（ 特 別 会 計 繰 出 金 ）

国民健康保険制度に対する保険料軽減世帯及び保
険者支援のための繰出金

49,778

児 童 福 祉 費
（ 子 育 て 支 援 医 療 給 付 費 、

認 定 こ ど も 園 支 援 事 業 費 ）

中学生までの医療費を入院・外来ともに実質無料
化
認定こども園への運営費支援

60,813

１．社会保険

事 業 名 等 事 業 概 要
26年度決算額

（千円）

障 が い 者 総 合 支 援 費
（ 給 付 費 等 ）

障がい者の施設等利用サービスや就労支援等に対
する給付、補装具購入の際に費用の一部を支給

154,707

老 人 福 祉 費
（ 除 雪 支 援 事 業 、 生 活 支 援

ハ ウ ス 事 業 等 ）

高齢者及び心身障がい者のみ世帯に対し、住宅の
除排雪を支援
生活支援ハウスの運営を委託

26,808

障 が い 者 福 祉 費
（福祉タクシー、福祉燃料券等）

障がい者に対し、福祉燃料券及び福祉タクシー券
を支給

8,658

平成２６年度地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道 


